
令和３年３月三田市議会定例会(第 360 回)一般質問発言通告一覧 

（第３日・３月８日 代表質問） 

 

１９番 福田 秀章 ＜一問一答＞ 

１ 市民の健康管理に重要なスポーツ環境の現状と課題について 

(1) 少子・高齢化に伴う医療費の増加に対する市の考えを伺う。 

(2) 希薄化する地域コミュニティに関わる問題について伺う。 

(3) 持続可能な総合型地域スポーツクラブについて市の考えを伺う。 

２ 技術職員の採用と育成について 

(1) 三田市の技術職員の採用について伺う。 

(2) 豪雨災害などによる緊急時に大きな力となる技術職員の継承と育成について伺う。 

３ 食と農の振興ビジョンの進捗状況について 

(1) 多様な担い手の確保と育成プロジェクトについて伺う。 

(2) 中核的担い手の経営力向上への取り組みについて伺う。 

(3) 三田の特性を生かしたブランド力向上プロジェクトについて伺う。 

(4) 地産地消と食育の充実の取り組みの進捗状況を伺う。 

(5) 三田牛の生産力と需要拡大プロジェクトの取り組みについて伺う。 

(6) 第 4 次三田市農業基本計画推進会議について伺う。 

４ 市民病院の今後の方向性について 

(1) 市が進める病院改革の方向性について伺う。 

(2) 医師の確保という医療課題について伺う。 

(3) （仮称）北神・三田地域の急性期医療の確保に関する検討委員会について伺う。 

５ 高齢者のウイズコロナ・ポストコロナ時代の対応について 

(1) 高齢者の支援施策の充実について伺う。 

 

２２番 厚地 弘行 ＜一問一答＞ 

１ 三田駅前の再開発事業について 

(1) 阪急百貨店撤退についてＣブロックへの影響、駅前や三田市の都市づくり全体への影響は

どうか。今後の二階部分の入店の見通しはどうか。 

(2) 三田駅前の再開発事業の完成を前に、三田らしさは駅前にあるか。三田駅前の賑わい作り 

を目指した再開発事業は所期の目的を達成できていると考えられるか。 

２ 三田再生における空き家対策について 

(1) 三田市空家等対策計画にある地域との連携、ＪＴＩ他での情報発信、古民家再生への取り

組み、空き家等対策庁内会議と空き家等対策協議会それぞれの実績を聞く。 

(2) 空き家のオープンハウス、見学バスを企画してはどうか。 

(3) リモートワークの普及で三田市の住環境をＰＲすべきと考えるがどうか。 

３ 学校、幼稚園の再編と特色ある学校づくり 

(1) 小中学校の大規模改修の財政負担の見通しと平準化を聞く。 

(2) 特色ある学校づくりの考え方と、区域を超えた学校の選択を検討してはどうか。 



(3) 長期的視点に立った幼稚園、小学校、中学校の再編の総合的な考え方を聞く。 

  八景中学校と上野台中学校の統合の進捗は、幼稚園の再編案の現状はどうか。 

４ 自動運転バスの実証実験について 

(1) 昨年ウッデイタウンで行われた神姫バスの自動運転の実証実験の評価と、期待される実用

化への見通しはどうか。 

５ 12 月のサンタ月間の検証と展望について 

(1) 12 月をサンタ月間と位置づけて数年が経過したが、市民の認知、民間事業者への広がりは

あるか。市外へはＰＲはできているか。その成果と課題、今後の展望について聞く。 

６ ＩＣＴを使ったこれからの自治会活動支援について 

(1) 昨年来新型コロナウイルスの感染により総会やイベントなど自治会活動が困難になってい 

る。自治会の活動に対して何らかの支援は検討できないか。 

(2) ホームページを開いている自治会もあるが、それにより回覧物や情報提供はより合理的に

進めることができる。ホームページやＳＮＳの開催の講習など支援策を検討してはどうか。

市と自治会と個人が情報を適切に共有することでスマートシティ構想に発展させていくこと

ができると考えるがどうか。 

７ 兵庫県との新型コロナウイルス関連情報の共有について 

(1) コロナに負けるな！さんだエール基金の設置など市のコロナ対策は評価するが、県の宝塚

健康福祉事務所からの情報については三田市の感染者数でさえ日々確かなものではなく、そ

の他の感染者の回復状況など知りたい情報についても明かされず、情報提供のあり方には課

題が多いと考える。兵庫県との連携にはついては何を求めているのか、また今後の県との情

報共有についての市の考えはどうか。 

 

２０番 松岡 信生 ＜一問一答＞ 

１ 新型コロナワクチン接種に向けた取り組みについて 

(1) 正確な情報提供及び接種体制等について。 

(2) 相談体制及び模擬訓練等の実施について。 

(3) 交通弱者等への支援について。 

(4) 安全・安心に受けられる体制構築と終息に向けた取り組みの必要性について。 

２ 新型コロナウイルス感染症対策の強化について 

(1) 社会的孤立・孤独問題及び自殺防止対策等の強化について。 

(2) 小規模事業者等に対する再支援等の検討について。 

(3) コロナ禍における「がん検診」等の受診機会確保の推進について。 

３ 「2050 カーボンニュートラル宣言」に関する本市の向き合い方について 

(1) 「ゼロカーボンシティ」に向けての受け止めと方向性について。 

(2) 国の目標達成に向けての計画策定等の考えについて。 

(3) ＳＤＧｓと合わせた第５次三田市総合計画への反映について。 

４ 市民病院の急性期基幹病院としての維持･継続に向けた取り組みについて 

(1) 医師確保等に関する諸問題と急性期医療の維持･継続について。 

(2) 三田･北神地域での急性期医療の確保に向けた本市の姿勢について。 

(3) 再編･集約化に向けての市民理解の促進及び市民を巻き込んだ取り組みの必要性ついて。 

 



５ 兵庫県の福祉事業に対する本市の取り組みについて 

(1) 不妊治療ペア検査助成事業、がん患者アピアランスサポート事業等に対する理解について。 

(2) 人に優しい社会の構築及び随伴補助に向けた考えについて。 

 

１３番 長尾 明憲 ＜一問一答＞ 

１ 三田市民病院に関する諸問題について 

(1) 来年度、（仮称）北神・三田地域の急性期医療の確保に関する検討委員会にて再編統合も視 

野に入れた急性期医療確保の検討がなされるというが、統合という大きな可能性が含まれる検 

討をするのであれば、そのことについて市民に問う必要があるのではないか。 

(2) 神戸市側はあくまで「北神地域の急性期医療確保」のための議論を進めようとしているが、 

 三田市は三田地域の医療を守る立場に立てるのか？ 

(3) 公立病院として三田に病院を残すべきと考えるが市の見解は。 

２ （仮称）人と人との共生条例の制定について 

(1) 市の行った意識調査などを見ても条例制定まで必要といえる立法事実はないと考えるが、 

市の考える条例の必要性は？ 

３ 新型コロナウイルス感染症対策について 

(1) 社会的 PCR 検査の拡充について。 

(2) 市内経済への支援。再度の給付金の支給について。 

(3) 新型コロナウイルス感染者及び家族を支える支援金について。 

(4) 生活困窮者への支援として相談窓口と一時避難所の設置について。 

 


